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3装置をつけなくとも筋機能療法のみ

で不正咬合がある程度改善することもありますし、

矯正治療が成功するために筋機能療法の併用が必要な場合

も多いのです。このトレーニング法を学び、この先 

私達が皆様にご提供できたらと思っています！！ 
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